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　　表紙写真説明

「秋の訪れ」
撮影者　工業会事務局

名古屋工業会機関紙「ごきそ」500号企画について
　名古屋工業会機関紙「ごきそ」につきましては、名古屋工業会が「社団法人」として認可後、昭和
42年６月に第１号を「会誌」として発刊し、昭和45年に「ごきそ」と改題しました。この「ごきそ」は、
52年間にわたり発行を続け、来年3，4月号をもって第１号から数えて500号となります。
　おりしも、名古屋工業会館の解体工事が進行しており、年度末には、工事が完了し新たな活用が開始
される運びです。
　このため、同窓会館（名古屋工業会館）建築に至る経緯と関係の会員、役員の思い、同会館におけ
る会議・行事にまつわる話題、また、関連して創立から105年にわたる工業会への想いなど、特集を組
みたいと存じます。
　次号において、詳しい企画と原稿の募集を行いますので、ぜひ、応募ください。

工業会館
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２０２０年８月

　会員各位

一般社団法人名古屋工業会　　　

理事長　加川純一　

　新型コロナウィルス感染症に伴う学生援助に対するご支援について（お礼）

　時下、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

　名古屋工業会では、母校、名古屋工業大学が、新型コロナウィルス感染症により影響を受け

た学生の支援等のための募金活動を開始したことに呼応し、５月２０日から募金活動を行いま

した。

　その結果、７月末までに、名古屋工業会の本部・支部から３, ５３０, ０００円が、会員と会

員以外の卒業生から３, ５８１, ０００円が寄附されました。

　母校名古屋工業大学では、新型コロナウィルス感染症で経済的に影響を受けた下宿生、約

１９０名に給付金５万円を支給しました。

　ほんとうにありがとうございました。

　さて、母校では、残念ながら新型コロナウィルスに感染した学生が出てしまい、再び、実験・

実習・演習を含め、対面授業はすべて禁止になりました。後期の授業もオンラインで実施する

ことが決定されました。現在、さらに感染が拡大することを防ぎながら学習環境の整備、授業

方法の改善を行い、教育研究の断絶が起こることがないように努めておられます。

　名古屋工業会といたしましても、引き続き母校と母校の学生の支援を行うとともに、我々自

身についても、警戒を緩めることなく活動をしていきたいと存じます。

　会員の皆様におかれましては、ご自愛なされ健やかに過ごされることをお祈りいたします。

　紙面上ではありますが、御礼申し上げます。
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１．はじめに
　当方は、かって公設の研究機関（三重県の工
業研究所及び保健環境研究所）において主とし
て環境保全技術（公害対策基本法の制定で取組
の必要が生じた。）に係る試験研究業務に従事
し、時々のニーズに対応する中で図らずも幅広
な領域に及ぶ種々の研究に取り組む結果と成
り、その際に、様々な体験、知見を得る機会が
有りましたので、ここにその一端を紹介させて
頂きます。及ばずながら、こうした研究に興味
をお持ちの方の何らかの参考に成れば幸甚で
す。なお、参考のため関連する発表論文等の一
部を各研究概要の文末に記載致しました。

２．手掛けた研究事例の紹介 
２. １　オゾン酸化反応の応用に関する研究
　最初に手掛けた研究は、オゾンを用いる水処
理に関するもので、関連するテーマで得られた
国費補助事業の結果報告に必要な実験が新人の
当方に回された事によります。当時はオゾン関
連の基礎研究は国内ではほとんど行われておら
ず、わずかに存在するアメリカ、カナダ、ロシ
ア等の文献を参考に、染色工業排水処理をター
ゲットとし、このオゾンを用いる極めて難解な
気液接触反応によりアゾ化合物を除去する実験
に取り組みました。これに関連しては後に多く
の論文を発表し、それが恩師中川元吉先生の目
にとまり、まとめる様に促され博士論文となり
ました。（日化,1978, 1570；Bull.Chem.Soc. Jpn., 
58, 2526（1985）；日化, 1989, 1017；染色工業, 
40, 324（1992））
　また、オゾン、オゾン－紫外線、オゾン
－過酸化水素－紫外線等の方法（Advanced 
Oxidation Process）での酸化活性種による反応
を応用し、産業排水、下水、廃棄物処分場浸出
水等に溶存するアゾ色素、有機塩素系溶剤類、

農薬類、可塑剤類、エストロゲン等々の酸化分
解による無害化に関する研究を行い、それら
の浄化能を明ら
かにし、内分泌
撹乱作用が指摘
されている物質

（環境ホルモン）
を含む有害環境
汚染物質の効果
的な除去を可能
とするベンチスケールの水処理装置を設計し試
作しました。こうした研究では水中オゾンの迅
速な定量が必要なため、フローインジェクショ
ン法によるその定量法を開発しました。（Prog. 
in Nuclear Energy, 29（Suppl.）, 183（1995）；
洗浄設計, 1995（Spring）, 15；分化, 43, 635

（1994））

２. ２　有機性汚濁質の生物処理と水質汚濁指
標に関する研究

　活性汚泥法（ズーグレアを優占種とする好気
性微生物のフローラを用いる生物処理法）によ
る高塩濃度排水中の有機性汚濁質除去に関する
研究及びそれに関連して紫外線吸収スペクトル

（UV）やゲル濾過クロマトグラフ（GFC）の水質
汚濁指標への応用に関する研究を行い、水産加
工排水の様な高塩濃度下でも活性汚泥処理が有
効な事と、ＵＶやＧＦＣが水質汚濁指標として
有用な事を明らかに致しました。（水処理技術, 
22, 1083（1981）；水処理技術, 24, 303（1983））

２. ３　キレートポリマーの開発に関する研究
　５員環のヘテロ環状化合物をペンダントした
ポリビニルフェノールをベースとする新規なキ
レートポリマーを合成し、その高い重金属イ
オン吸着能および重金属イオンとの錯生成に

交流コーナー交流コーナー

K O U R Y U

環境保全技術研究に携わって
男成 妥夫（G48）

開発したプラント
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特異な呈色反応（錯体の色相が、錯生成する金
属イオンにより異なり赤紫や青紫等と成る）を
伴うことを見い出し、金属表面処理工業排水中
の重金属イオン除去回収や簡易分析に有用な事
を明らかにしました。（J. Appl. Polym. Sci., 31, 
1664（1986）；Anal. Sci. 7, 463（1991））

２. ４　廃棄物からの吸着剤の製造に関する研究
　強化プラスチック（FRP）、コーヒー抽出残渣
等を炭化し、活性炭様の炭化物を調製したり、
抵抗製造工程のセラミック加工残渣を用いゼオ
ライト（A型）を水熱合成して、吸着剤として用
いる方法を検討致しました。その結果、有機物
の外にリン酸イオンをも吸着可能な思わぬ性能
の炭化物やアンモニウムイオン吸着に有用なゼ
オライトが得られる等の事を明らかに致しまし
た。（強化プラスチックス, 49, 318（2003）；燃
料及燃焼, 65, 498（1998）；特開2000-254489）
　亜臨界水（180℃、10気圧）を用いてゴミ焼却
灰を処理し、ダイオキシン類の無害化と重金属
類の除去及び安定化を行うと共に多孔質体（ト
バモライトの様なケイ酸カルシウム系鉱物）の
水熱合成を同時に達成する方法を開発し、得ら
れた多孔質体が陽イオン交換能を有し吸着剤と
して有用な事を明らかにしました。
　また、同様の方法をアコヤ貝殻の有効利用法
の開発に応用し、シックハウス症候群原因物質
や重金属イオン類、オルトリン酸イオン等に対
する吸着能を有し、その物単独で任意の形状に
成型可能な多孔質体を開発しました。ケイ酸カ
ルシウム系鉱物の水熱合成に関しては、母校に
は光田先生以来の我が国をリードする研究集積
が有り、当方も
その流れをくむ
引地先生に御指
導頂きました。

（用水と廃水, 43, 
955（2001）； 特
開2000-107726）

２. ５　未利用バイオマスのメタンガス化に関
する研究

　食品工業残さや稲ワラ、海藻、アルコール発
酵残さ、廃油BDF（植物由来のジーゼルエン
ジン燃料）化副生グリセリン等の未利用バイオ
マス資源の高温メタン発酵による高速のエネル
ギー物質化に関する研究を行いました。その結
果、バイオマスの種類による発酵特性の相違と
発酵阻害防止に係る知見を得て、その成果に基
づき企業との共同研究でメタン発酵プラントの
性能評価を行いました。（資源環境対策, 42（No. 
14）, 85（2007）） 

２. ６　光触媒の応用技術に関する研究
　光触媒コーティングガラスビーズを充てんし
た反応器を用い、紫外線の外、オゾンや過酸化
水素を併用する方法による水中の難分解性有害
化学物質の除去を検討しました。また、アコ
ヤ貝殻やゴミ焼却灰を用いて水熱合成したケ
イ酸カルシウム系鉱物(多孔質体)の成型体に可
視光応答型光触媒をゾルゲル法でコーティング
し、紫外線発光型LEDやブラックライト等に
より光を照射する方法で、持続的空気浄化能を
有するコンパクトかつ省エネルギータイプの
空気浄化モジュールを開発しました。（Proc. of 
Inter. Conf. on Ozone in Glo. Wat. Sani., III-3-1

（2002）,  資源環境対策, 46（No. 3）, 89（2010））

２. ７　マイクロバブル及び超音波の応用に関
する研究

　オゾンマイクロバブルと超音波の併用法によ
り、金属加工部品の精密洗浄を効果的かつ低環
境負荷で行う方法を検討し、精密加工部品のパ
ターン倒れの抑制を可能とするその高い洗浄効
果を検証し、その結果に基づき企業と共同して

アコヤ貝殻からの多孔質体成型体

メタン発酵実験装置 メタン発酵プラント
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洗浄装置を試作しその洗浄性能を確認致しまし
た。（分離技術, 40, 156（2010））　
　また、企業との共同研究で、水産加工工程排
水処理やし尿の土壌浄化処理へのオゾンや空気
のマイクロバブルの応用技術開発に取り組み、
脱色、脱臭、殺菌（オゾンはO-157等の大腸菌や
レジオネラ外の病原菌類の殺菌及びポリオ外の
ウイルス類の不活性化に有効である。）等の水質
項目の改善効果
や土壌浄化槽の
閉塞防止効果が
高い事が確認さ
れました。（用
水 と 廃 水, 55, 
153（2013））

３．研究以外の取り組み事例紹介
　企業の生産現場に出向いての技術指導では、
全業種を対象に環境保全技術全般（排水・排ガ
ス処理、騒音防止、廃棄物処理等、延べ数百社）
について取り組みました。指導に基づき建設さ
れた水処理プラント（活性汚泥法、処理能力400
トン／日）を例示します。

　また、(財)国際環境技術移転研究センター等
の要請により諸外国（フリピン、インドネシア、
エジプト、ブラジル等）の政府関係機関の研究
者や担当者、大学の研究者、企業の技術者外を
対象に環境保全技術の講義を行ったり、大学の
要請により非常勤講師（名工大「環境工学」、三
重県立看護大「化学」）を務めたり、研究者や学
生の研修（インドネシアのスリウイジャヤ大学
講師、サンパウロ州立大学院生、京都大学院生
外）を受け入れたりして、専門知識の普及と人
材育成の推進にも一定の取組を行いました。

　当方の保有する技術シーズ（オゾンの外、オ
ゾン－紫外線、オゾン－過酸化水素、オゾン－
超音波、過酸化水素－紫外線、光触媒－紫外線、
マイクロバブル－超音波等の方法で発生する酸
化活性種を用いる高度酸化の応用技術）を核と
する研究会を立ち上げ、オゾナイザーメーカー
外延べ17会員と共に研究会活動を行い、惜しむ
声も頂きましたが創設10年の節目と成る2005年
に閉会しました。　
　思わぬ出来事としては、三重県のRDF（家
庭ごみを粉砕圧縮成型して得られる固形燃料）
発電施設において、RDF貯蔵庫の発火爆発事
故が発生し、その原因究明に当たりました。そ
の事故調査委員会のメンバーは、県側の委員と
して当方と他の名工大卒業生１名の２名および
大学と消防研究所の関係者等から構成され、連
日の報道で衆目を集める中原因究明に当たり、
RDFの吸湿に起因するものとの推察に至り、
改めて燃料管理の重要性を認識させられる出来
事でした。

４．おわりに
　当方が配属された職場は、明治24年に地域産
業の製品開発や生産技術等に係る様々な取組へ
の支援を目的に三重県工業試験場（当初化学他
６部門）として設置され歴史は古かったものの
当時は化学分析や強度試験等の業務が主で、理
化学機器や予算が少なくて、アプリケーション
テクノロジーと表現され幅広い専門領域に及ぶ
知識、経験、分析力等の総合力が試される環境
保全技術に取り組むには、いかにも心もとない
状況下での研究の開始でした。今思えばやや無
謀な気もしますが、大学の先輩外の外部機関の
方々に協力を頂き理化学機器を利用する等創意
工夫を行い、無我夢中でニーズ調査（化学物質
の審査及び製造等の規制に関する法律外の法規
制動向や地域産業の生産現場動向調査）や科学
技術文献速報及び種々の専門雑誌等での文献調
査を行い、その結果に基づき先ずは遂行可能な
研究から手がけ、その結果は必ず学会発表や
専門雑誌への投稿を行うとの精神の元、内外
の様々な学会に出かけ研究発表や調査をして、

オゾンマイクロバブル実験

水処理プラント
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種々の専門雑誌に論文投稿を致しました。こう
した取り組みを行う内に、次第に通産省、民間
の財団、科学技術振興機構、企業等からの研究
補助金、委託・共同研究費等の外部研究資金が
得られる様に成り、研究の必要に応じて元素分
析装置、自記分光光度計、分子量測定装置、ガ
スクロマトグラフ－質量分析装置、高速液体ク
ロマトグラフ、高周波プラズマ質量分析装置、
蛍光Ｘ線分析装置等々を次々と入手し、また、
当初は重回帰分析やパターン認識の計算を電卓
で行い、グラフも用紙にロットリングとタイプ
で作成しスライドや論文の原稿とする等の状況
であったものが、コンピュターによるデータ解
析や発表資料作成が飛躍的に進歩する等の事か
ら、効率的な研究が可能と成りました。
　内外の多くの学会に参加しましたが、中でも
印象深かったのは、以下の通りです。
　1994年のリール（仏）での国際オゾン協会（ 
IOA）主催の国際会議の際には、ツールーズの
大学（当方が研修を指導したインドネシアの大
学講師の母校）に立ち寄りオゾンによるパルプ
漂白技術（当時パルプ漂白工程の脱塩素化が世
界的に喫緊の課題と成っていた）外に関する視
察と意見交換を行い、パリではマルヌ川の浄水
場でのオゾン利用を調査し、エッフェル塔上部
のホールで催されたバンケットでは百万ドルの
夜景を楽しみました。また会議の後で、ロンド
ンのテムズ川の浄水場でオゾン利用状況調査を
行い、近くのウエントワースＧＣ（クラブハウ
スの玄関ホールには、世界マッチプレーを制し
た青木氏の名前が刻まれた額が飾られていま
す。余談ですが、その頃の小生の趣味はテニス
で、その後50歳を目前にして同窓生の勧めでゴ
ルフを始め、今では楽しみの一つと成りまし
た。）に立ち寄り昼食を取った事、続いてスコッ
トランドに行きグラスゴーの下水処理場を調査
し、円形沈殿槽等下水処理の原型を見る思いを
した事等も心に残る出来事でした。
　1995年ホノルルでの環太平洋化学会義で環境
ホルモンであるフタル酸エステル類のオゾン酸
化反応に関する口頭発表を行ったところ、当時
フロン類や有機塩素系溶剤類が成層圏に達する

とオゾン層の破壊を引き起こす問題（この年に
そのメカニズムを解明したローランドとモリナ
がノーベル化学賞を受賞）に関心が高く関連の
発表が有った事からオゾン酸化反応への注目が
高まり、また演題が話題の環境ホルモン関連で
あった事も相まって当方の発表にも多くの聴衆
が集まりました。
　2002年にアムステルダムで開催された Inter. 
Conf. on Ozone in Global Water Sanitationで、
オゾン、光触媒、紫外線を併用する高度酸化処
理によるエストロゲン類や農薬類等の環境ホル
モンの無害化に係る口頭発表を行ったところ、
ライン川終末に位置し、こうした物質による水
源汚染リスクの高い国らしく、この演題への高
い関心が寄せられ、演台に上ると聴衆が増え多
くの立ち見が生じました。

　最後に研究開発に取り組まれている皆様へ、
自分の希望する研究内容とその実験環境が得ら
れ難く御苦労される事も有ろうかと思われま
す。当方もそうでしたが、そうした時は「人の
行く裏に道あり花の山」、「牛尾たるより鶏頭た
れ」等を座右の銘とし、専門書を読み、こつこ
つと文献調査をしたことが、後の研究に大いに
役立ちました。釈迦に説法とは思われますが、
皆様もそうした時には、焦らず、腐らず、着実
に努力して下さい。また、名工大の卒業生には
素晴らしい仕事を成し遂げられている方が沢山
おられます、当方もこうした方々に多大の助力
を頂きました。母校や同窓生との縁を大切にし
て下さい。皆様のご発展をお祈り致します。

中央：国際オゾン協会(IOA)会長、
右：IOA欧州グループ会長、左：筆者
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B U N K I J IS H I N

新聞記事コーナー新聞記事コーナー
 

掲載日 刊 面 氏　名 所属学科等 記事タイトル（内容）

2020/6/9 朝 21 平田晃正 電気電子工学専攻 夏マスク意外と体温上昇わずか
ただ…脱水症状や酸欠には注意

2020/6/18 朝 29 平田晃正 電気電子工学専攻 人口密度高いほど感染者増　証明

2020/6/18 朝 7 二之夕裕美 卒業生（M59） 「提案力」で業界変化に対応　東海理化・二之夕新社長

2020/6/22 朝 10 名古屋工業大学 － 街角ニュース　ベトナム人留学生に支援

2020/6/27 朝 18 NAGOYA 
SHACHIHOKO －

街角ニュース　◇港区が学生団体に感謝状
名工大などの学生グループ「NAGOYA SHACHIHOKO」が
フェースシールドを送る

2020/7/21 朝 1 名古屋工業大学 － 有望な技術見極め企業に事業提案　名工大に新会社、共同
研究橋渡し

2020/7/23 朝 32 名古屋工業大学 － 大学　秋もオンライン授業　名工大や南山大

2020/7/29 朝 25 名古屋工業大学 － 学内の技術や知財を共同研究へ　名工大　新会社の設立発表

2020/8/1 夕 1 平田晃正 電気電子工学専攻 熱中症搬送数を高精度予測

2020/8/3 夕 5 若山　滋 名誉教授 新刊ピックアップ 若山滋「寡黙なる饒舌　建築が語る東京秘史」

2020/8/7 福井版
朝 16 名古屋工業大学 － 国立大の実就職率ランク　福井大が１３年連続トップ　２位

名工大

中日新聞
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　わが機械工学科第１期生のクラス会は一同が
卒寿を迎え、ここにお開きとなりそうである。
開催した会合数は28回。現在のIT社会の中で、
会友相互の動静・情報の交換は時や場所を選ば
ずにいつでも出来る。現に新型コロナウイルス
禍の最中大いに活用されている。だが技術が進
化しても現実そのものにはかなわない。そして
過去の懐かしさは歳を重ねるにつれて膨らんで
くる。1953（昭和28）年3月15日、卒業式あとの
昼どき、当時名古屋工業会から贈られた折詰め
と１合の清酒をもって誰が誘うこともなく自然
に正門前の芝生に級友37名が車座になって祝杯
をあげた。級友全員が会したのはこれが最初で
最後である。
　第１回の会合は早々に４月連休の頃、鶴舞公
園交差点南西角の大樽屋だったとの記憶があ
る。しかし残された記録は卒業年３年目1955（昭
和30）年の写真からである。未だ学生気分が抜
けきらず、大いに盛り上がったが担当幹事が誰
であったかも定かでない。
　筆者は卒業５年目の５月、縁あって本学教員
の末席に就くことになり、以来、幹事の一端を
担って現在に至っている。
　卒業10年となればそれぞれに仕事も板につき
また、我が国の目覚ましい経済成長の環境下で
は不本意な欠席者も多い時代である。
　卒業30年記念の催しは恩師４名のご出席を得
て、また級友一同それなりの役職にあって盛大
な会合となった。
　会合第14回。還暦も過ぎ多くが仕事も最前線
から退き、ゆとりがもてる時期である。初め
ての宿泊会であった。南知多町山海海岸、11州
が見渡せると銘打った十一家。床がきしむほ
どの古い木造2階建て、大広間に寝具を敷詰め
童心に返った1泊であった。関東方面はもちろ
ん関西、更には北九州など遠路遥々車を駆って
集まったさまは、車の展示場を思わせる風景で
あった。出席者24名、出席率は63％である。た
だし、出席率は以後母数が減少するので増加も
ある（文末の図を参照）。

『Ｍ二八会』クラス会の顛末

　時間に余裕もでき、以後３年ごとに宿泊形式
の会合が続くが、次第に宿泊は不都合との申し
出がある一方、遠路から日帰りの出来ない参加
者をそのまま返すのはいかがかとの声もあり、
２次会として名古屋市近郊での宿泊案が浮上す
る。
　クラス会を盛り上げるには母校とのつながり
が大切である。第19回は本学校友会館を会場に

1955（昭和30）年（第3回）　 [21名]

1963（昭和38）年（第8回）卒業10年記念　[16名]

1983（昭和58）年（第13回）卒業30年記念　[18名]

情報情報 ネットワークネットワーク
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して出席率が増加した。第26回でも二次会会場
に新装NITech Hallの見学は関心を集めた。二
次会は鳥羽まで出かけたこともあったが、トヨ
タ産業記念館での2次会は往年の機械工作実習
を想わせる展示物に懐旧の感一入で、TV塔の
登楼も懐かしい。令和元年は会の名称と同じ28
回目、これを期に会を閉じようとの声もあった
が、人生100年の掛け声もある昨今、第29回も
予定したが、コロナ禍ゆえ、第28回でお開きに
なりそうである。

（M 28 舩橋鉀一）

1994（平成6）年（第14回）　[24名]

2010（平成22）年（第19回）傘寿記念　[16名]

2015（平成28）年（第24回）　2次会

2013（平成25）年（第22回）卒業60年記念　[11名]

2019（令和元）年（第28回）卒寿祈念会　[8名]

1975（昭和50）年（第10回）恩師と[23名]の署名

開催年と出席率と累積会合数
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　第122回名工大ごきそ会は、令和2年7月1日
（水）豊田市松名町に位置するパインズゴルフク
ラブで14名の参加を得て開催されました。当初は6
月1日の予定でしたが、新型コロナウィルス対策の
ため、1か月延期して開催されたものです。ちなみ
に、パインズGCは四季桜と和紙で有名な小原の近
くにあり、俳人杉田久女の碑も手前にあります。
　当日は梅雨の真っ最中のため予報は曇りでは
あったが、残念ながら断続的に雨が降る中のゴル
フとなってしまい、スコアも全体的に低調な結果で
した。
　この中で野田 昭さんが気を吐きました。グロス
111、ネット75で優勝されました。野田さんは手堅く
スコアをまとめられ久しぶりの優勝となりました。
準優勝者は梶原 俊彦さんで、グロス88、ネット76
の成績でした。第三位は最年長者の光行 恵水さ
んで、グロス90、ネット77の成績でした。BB賞は市
橋 洋志さんが獲得されました。特別賞として、ベス
トグロス賞は梶原さん、ニアピン賞は伊佐治 武さ
ん、市橋さん、岡田 聡さん、野田さんの４名、バー

第122回 名工大ごきそ会報告 ディー賞は伊佐治さんが獲得されました。前回は
バーディー賞が多発した本コースでしたが、今回は
雨で状況が悪化のためか難しかった様でした。プ
レー後の懇親会では、森川様から前年度の会計
報告が行われました。次回は、9月11日(金)加藤様
のご紹介で豊田市に位置する藤岡CCでの開催を
予定しております。
　名工大ごきそ会では、新会員を募集しておりま
す。愛知県内の名門ゴルフクラブで年４回開催しま
す。興味のある方はごきそ宛にご連絡ください。

記：山田和男（E47）

2020年度 東京支部総会（書面総会）のご案内
　平素は名古屋工業会に格別のご支援とご理解を賜り深く感謝申し上げます。
　東京支部では名古屋工業大学の卒業生の絆を深める場として、皆様方のお力添えをもって毎年11月に支部
総会を開催しておりますが、今年は新型コロナ禍の状況で書面総会を開催することとなりました。

記

日　時：2020年11月7日（土）～ 2020年11月13日（金）

議　題：審議事項　①2019年度収支決算　（監査報告を含む）
　　　　　　　　　②2020年度収支予算
　　　　報告事項　①2019年度活動報告

方　法：基本的に電子メールで各単科会毎に会員に上記資料を送付し、審議事項及び報告事項に
ついて承認・了承の伺いをする。

＜お問合せ：東京支部に会員登録をされている方は、単科会連絡幹事にお問い合わせください。
　　会員登録をされていない方は下記メールにてお願いいたします＞

　　　　　　
＊メールアドレス: tokyogokiso＠nagoya-kogyokai.sakura.ne.jp

（「氏名」「単科会等」を明記のうえ、お問合せください）
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２０２０年度 の

名工大テクノフェア は、

月 日～ 月 日

初めての

オンライン開催 です！



− 13 −

年度「名工大テクノフェア」は、
新型コロナウィルス感染拡大防止の為、オンラインにて開催いたします。

どうぞご理解いただき、皆さま、奮ってご参加くださいませ。

名古屋工業大学 産学官金連携機構お問い
合わせ先

特別講演 研究紹介

＜ 名工大テクノフェア 目玉企画 ＞

「名工大テクノフェア 」
公式

（開催期間 月 日 月 ～ 月 日 日 ）
※期間中、上記 よりいつでもご覧いただけます。

名工大の先端技術シーズを
一挙公開！約 人の研究者によ
る紹介動画をご覧いただけます。
また、連携をご希望される企業様に
は、そのまま科学技術相談をお申
込みいただけます。

第 世代移動通信システム
（ ）の技術を支える大手通信
関連企業３社と名古屋工業大学
による、講演・パネルディスカッション
のライブ配信を予定しております。
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2020年度 大阪支部総会のご案内
名古屋工業会大阪支部　支部長　岡崎格郎（A46）

　皆様におかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
　新型コロナウイルスの感染が全国的に再拡大し、大阪府でも、重症者数が増加しています。7月に支
部総会のご案内をお送りしましたが、参加申し込みは少数にとどまっています。このような状況下で、
ご案内通りの内容では開催できないと8月18日の役員会（ウェブ会議）で判断しました。

　つきましては、2020年度大阪支部総会のやり方を変更し、下記の通りネットでつながるウエブ会議
方式を主にして開催します。会場も中央電気倶楽部を情報発信基地とし、参加者は自宅などでパソコン、
スマホなどで参加していただきます。中継基地となる中央電気倶楽部に来ていただくことも可能です。
（ただしコロナ対策で３密を避けるので人数が限られます。）
　なお、ご講演および懇親会は中止とします。講演会については、次年度以降に持ち越ししていただ
く旨ご了解をいただいております。

　５月以降の総務委員会、幹事会、役員会はウエブ会議で開きました。8月22日の若手・女性部会主催
の会員交流会もウエブ会議でしたが、24名（うち半数は今まで参加されなかった方）が参加されました。
講演後の質疑応答なども活発で、好評でした。新しい会員交流のやり方としてウエブ会議が広まりそ
うです。

　どうぞ、同窓の方に声をかけていただき、多くの方にご参加いただきますようお願いします。
　申し込みを９月１９日までにお願いします。

記

１．日　　　時：２０２０年１０月３日（土）１５：００〜１６：３０
　　　　　　　　ウエブミーティングの接続は14時半から可能にします。
２．ウエブ会議：使用予定ツール　Cisco Web Meetings
　　　　　　　　ウエブ会議参加予定者の方には、事前にWebex ミーティング招待状を送信します。
　　　配信場所：大阪市北区堂島浜2-1-25
　　　　　　　　「中央電気倶楽部」　５１３号（西館）　定員：３６名

ご来場いただくことも可能です。ただし、定員に限りがありますので、お断りする
場合もあります。
Cisco Webex Meeting
https://www.webex.com/ja/video-conferencing.html
Webex Meetings Suite システム最小要件
https://help.webex.com/ja-jp/nki3xrq/Webex-Meetings-Suite-System-Requirements
Webex ミーティングへの参加
https://help.webex.com/ja-jp/nrbgeodb/Join-a-Webex-Meeting
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2020年度 名古屋支部見学研修会中止について
　2020年4月書面審議による名古屋支部全幹事会において、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
本年度（2020年度）計画をしておりました見学研修会を中止することになりましたのでご連絡いたし
ます。

名古屋工業会名古屋支部

３．スケジュール　
（１）支部長挨拶、ご来賓挨拶（ネットでのご参加）　３０分程度
（２）支部総会　議題は次の通り。約１時間程度

①2019年度活動結果・決算報告、2020年度活動計画・予算の審議
②支部長の選任
③その他

４．参加費用 　 　無料
５．申し込み方法その他

（１）下記の連絡先へメールにて、ご連絡ください。
ウエブ会議か、ご来場かを連絡ください。

（２）ご来場は、会議室定員に限りがありますので、お断りする場合もあります。
（３）ウエブ会議参加予定者の方に、Webexミーティング招待状を送信します。
（４）ウエブ会議参加予定者の方には，事前に接続確認（予行演習）のウエブ会議をいたします。

接続確認の予定日は，参加予定者の方へ追ってご連絡いたします。
（５）連絡先

ウエブ会議の参加方法などのご質問・提案は岡崎あるいは総務委員長の堀口まで連絡くだ
さい。　　　岡崎　　okatopia1317@yahoo.co.jp
　　　　　　堀口　　d-horiguchi＠kcc.zaq.ne.jp

●申し込み先
単科会名　　　 　　　　　連絡先　　　　　　　　　　メールアドレス

ＣＥ会　　　　　　堀口　大輔（Ｃ59）　　d-horiguchi＠kcc.zaq.ne.jp
光鯱会　　　　　　中瀬　知幸（Ａ59）　　nakase.tomoyuki@takenaka.co.jp
巴　会　　　　　　掛田　健二（Ｍ45）　　kakeyan.ken@gmail.com
電影会　　　　　　荻原　義也（Ｅ50）　　ogihara_yoshiya@nissin.co.jp
双友会　　　　　　小山　征治（W42）　　qtmx47101@ares.eonet.ne.jp
緑　会　　　　　　竹村　邦和（Ｇ57）　　k-takemura@fujii-mfg.co.jp
名窯会　　　　　　川島　　謙（Ｙ44）　　ken-kawashima@sound.ocn.ne.jp
名晶会　　　　　　田口　教平（Ｋ44）　　taguchi.fkkt@hera.eonet.ne.jp
計測会　　　　　　坂尾　健司（Ｆ55）　　k.sakao.tns@gmail.com
経友会　　　　　　廣島　清剛（Ｂ50）　　art11328@nitech.jp
学生会員　　　　　堀口　大輔（Ｃ59）　　d-horiguchi＠kcc.zaq.ne.jp
単科会連携　　　　西岡　　裕（Ｂ50）　　y.nishioka.1952@gmail.com
若手・女性部会　　坪田　博隆（Ｍ51）　　h.tsubota.183@nitech.jp
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